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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第8図
に当たる光の強度を，それぞれlir，1’”，Ii，／⊥とすると，これらはそれぞれの配列が第2図
に示した配列から前置単色計と試料を除いた場合に相当しているから，（23）でt、＝t＝1，p、＝0
δ，，δ、，δ、にそれぞれの場合に対する角を代入して，容易に求められる。すなわち，P、，　P2お
よびMの全透過率をt、，’2およびtm，偏光能をPi，ρ2およびPmとあらわせば，
　　Ilt　・・　1。t、t、tm｛1＋P、P、＋Pm（P、＋P、）｝，
?｛
　　1’Ti＝1。t、t2tm｛1＋P、P2－Pm（P、＋P2）｝，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　一・・・・・…　ny－・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・・・・・・・・・・・・・・・・…　〈40）
　　五＝1。t、t，tm｛1－P、P、＋Pm（P一P、）｝
　　It⊥＝1。t、t2tm｛1－P、P、－Pm（Pi－P，）｝
となる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　さて
　　Σlrt　＝　lri＋1’lr，Σ11　・・　1，＋1’⊥，
?｛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　一…　　6・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…　一…　〈41）
　　△lll＝石一1／lt，△lt　＝　lt－lt⊥
とすると，（40）から，
久一?認会1畿圭会会1，
拓一》1碁舞雪雛継培，
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…
@一・・・・・・・・・・・・・・・…　一・・…　一・・・・・・…　（42）
Pm－41針慧綬留当老）
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　　　　　　　　　　　　　　赤外ファラデー効果の研究
が得られる。すなわち，偏光子P、とP，を回転させて，第8図に示した四つの場合の検出器の
出力を得るならぽ，これらはそれぞれIlr，1’ll，五，1⊥に比例するから，（41）および（42）を
使って直ちにそれぞれの偏光能を求めることができる。
　P、とP，が同等で，P、＝P2のときは，これをPであらわせば，このとき1⊥－1⊥，△li；Oとな
るので，
　　ρ一》罫舞墨会一》讐ii葦致
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・。・・・…　■一・一一・・・・・・・・・…　一一t・・・…　一・・・・…　〈43）
となる。　　　　’　．
　この第8図の配列では，通過した光の強度はその配列の前後関係に無関係である。それで第
2図のように前置単色計が加わったときは，それと主単色計の総合偏光能が（42）あるいは
（43）のPmとして求められる。このときのように，そのP方向を卒行にした二つの偏光子の総
合偏光能Pmは，それぞれのP方向およびs方向の偏光透過率をそれぞれtm、p，　tm2pおよび
tm、。，　tm2sとすると，（7）にょって，
　　Pm－1畿繍ll窺1：・一…一……・……一………・…・……………………・…（44）
となるが，これに（9）を使えば，それぞれの偏光能をPm、およびPm2とすると，
　　ρ・一鍛課………・・…・……………・…・・………………一一・一：一…………・…・……・…（・・）
となる。
　われわれの複光束赤外ファラデー分光計では，偏光子も検光子も厚さ0．5mmの圧延AgCl結
晶板を対称形に3枚ずつ合計6枚を光路に対してブリュースター角に配列させた偏光子であり，
前置単色計は30°KBrプリズムをツエル・＝・一・ターナー型式で，主単色計は60°KBrプリズムを
り5ロ・一’型式で用いている　（論文（D）。この装置で，偏光子と検光子に第8図のP、，P、の
方位をとらせ，検出器に入る光の強度を調べたところ，当然のことであるが，Ii＝1「⊥となり，
（43）を使って求めた偏光子の偏光能および前置単色計と主単色計の総合偏光能は，測定波長範
囲2．5～20μにわたってほぼ一定で，それぞれ0．94および0．32であった。前置単色計および
主単色計の偏光能をそのプリズム面への入射角からフレネルの反射公式12）を使って求めると，
それぞれ0．12および0．23となるが，これをP．、およびPM2として（45）に入れ，　Pmを求めて
みると0．34となり，測定値とほぼ一致した値が得られた。
　　　6．結　　　　　語
　複光束赤外ファラデー分光計の光学系の偏光能がその測定結果に及ぼす効果を明らかにする
ため，単色計を一つの不完全な偏光子とみなし，偏光子，検光子と共にして，4個の不完全な
偏光子が直列にそれぞれ任意の方位をとって並んだ光学系を考え，これを通過した光の強度を
求めた。
　さきに発表した複光束赤外ファラデー分光計の測定法，すなわち方位を対称の方向にとるニ
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つの偏光子からの光が試料，検光子および主単色計を通過した後の強度を比べ，これを等しく
する検光子の回転角ψから試料のファラデー回転角θを求める測定法では，検光子の偏光能PA
が1と異なり，また主単色計の偏光能Pm，が零でないときは，θはgと一致せず，　g，拓および
Pm2の函数として与えられる。　　　　　　　　　　　　　　　　、
　検光子の方を複光東光路に入れ，偏光子の回転角からファラデー回転角を求める方法をとり，
前置単色計をとり去れば，偏光子の偏光能に拘わらず，この二つの回転角は一致する。
　検光子が孕衡の方位からはずれたときの，二っの偏光子を通過した光の強度の差はこの複光
東光路にある偏光子の方位によって変るが，これを最大とする方位は偏光子および前置単色計
の偏光能によって与えられる。しかし偏光子の方位を水孕と45°にとった場合の測定精度と，偏
光子の方位を最も望ましい方位にしたときの測定精度はそれほど変らない。
　測定光学系に入れられた偏光子および単色計の偏光能を光路を乱すことなく決定する測定法
を得た。これによってそれぞれの偏光能の測定を行った。
　この研究について，常に激励を頂き，また貴重な討論を頂いた東京教育大学光学研究所
工藤恵栄教授に深く感謝する。
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